
おまけシリーズ 
「ガーディアンの気持ち」ならぬ「私の⼀⼈旅⽇記」→第６回 

 
今回の旅は秘湯を訪ねる旅ではなく、昨年は鉄道開通１５０周年で、「１５０周年記念秋
の乗り放題パス」という、JR の特別企画で JR 全線（新幹線、特急、急行を除く） 
つまり快速列車と普通列車だけの特別切符、３日間で７８５０円、まさに暇を持て余す
私の様な人向けの切符です。この切符で行くと理論上は大磯⇔⿅児島往復も可能ですが、
これではただ電車に乗っているだけで、お尻が痛くなってしまう？心配があるので、 
今回はこの切符を購入して北陸３県を旅することにしました。 
 
第１日（令和４年１０月６日） 

第１日は二宮から新潟県直江津まで行くことにしました。 
二宮発７時１１分の電車に乗るべく、ホームで待っていると駅員のアナウンスで「７時 
１２分発の高崎行きが間もなく到着します」と。ちょっと嫌な予感がしたが、まあ１分

違いならいいか、と軽い気持ちでいましたが、これが後に大きな間違いとなり、高崎駅
に１０時１５分に着くはずが１０時３０分となり、１０時２５分発の水上行きの普通列
車に間に合わず、次の電車は昼過ぎになると言われて、仕方なく別料金を払って新幹線
で高崎から長岡まで行くことにしました。 

新幹線のなんと早いこと長岡に 1 時間で着いてしまい、長岡からは信越本線で直接 
直江津に行くことにしました。今度は直江津に思ったより早く午後２時に着いてしまい
ました。ハプニングだらけです。 

駅前のビジネスホテルにザックを置いて、直江津港に行ってみようと歩き出しました。 
直江津港から次は直江津の海岸沿いに歩いてみました。１０月の日本海は寂れていて、

海水浴場の名残はとても寂しげでした。松林の海岸は人が誰もいなくて、私はふと、 
「横田めぐみさんはこんなところで北朝鮮の船に乗せられて、連れ去られたのではない
だろうか？」と考えてしまいました。 
そんなことを考えながら２時間も歩いて疲れてしまったので、とても駅まで歩いては 
戻れないと思い、近くに丁度お店があったのでバスを聞いてバスで駅に戻りました。 
 
第２日（１０月７日） 

この日も失敗をする⽻目になるのですが。 
今日は直江津→⽷⿂川→泊→富山→金沢→福井→（福井県の）勝山まで。 

少し、長旅になりそうだったので、直江津を予定より３０分程早く出たので富山にも
当然早く着いて、富山は５０年程前に毎月のように来ていて、きれいになった富山駅を



見てみようと途中下車するために改札口に行くと、「直江津→富山間は第３セクターのた

め、この切符では外に出られません」と言われてしまい、仕方なく２４２０円払わされ
ました。更に富山→金沢間も他の第３セクターで今度は１２４０円の別料金を。 

つまり新幹線が出来ると、そこを並行して⾛る JR は第３セクターに移行してしまうみ

たいです。私だけが知らなかったのかもしれませんが。 
しかし、これには抜け道もあったようでして、つまり富山駅で途中下車しないで、 

ホームでそのまま次の電車を待っていれば、別料金を払うことなく福井まで行けたのか

もしれません。とんだミスをしたものでしたが、何とか福井に着いて、今度はえちぜん
鉄道で勝山へ。 

この勝山への途中駅には有名な永平寺に行く駅もありました。 
勝山は凄いことになっていまして、何が凄いかというと勝山は何十年か前に恐⻯の⾻が
出たとかで恐⻯博物館があり、そこを中心に大きな公園と化し、子供達には夢のある 
聖地になっていたのです。なぜ今回、勝山まで行ったかというと、勝山の山奥にゴルフ

場があり、そのホテルのチケットを頂いたからなのです。その山奥のゴルフ場のホテル
も子供連れで満員でした。 

私は５０年前には毎月のように仕事で福井に行っていまして、勝山は何の変哲も無い
普通の地方都市という感じでした。静かな町がこんなに変わってしまうのか？という感
じでした。 

後で友人や知人に聞いてみると、子供が小さい時とか、お孫さんは大抵恐⻯を見に勝
山を訪れているとか。 
「大磯も何か出ないかな～」「何か出ればいいのにな～」と思ったものでした。 
 
第３日（１０月８日） 
勝山→福井→敦賀→米原→大垣→浜松→熱海→小田原→大磯→バスで南公園→自宅。 
（→印は乗り換えた駅です。） 

今日はいよいよ３日目で最終日。今回の旅はいつもの新幹線や特急列車の旅と全く 
違い超スローな旅でしたが、新幹線はお金に換えられない便利な乗り物、と考えさせら
れる旅でした。また、一つのきっかけがあると寂れていた町が見事に様変わりする、 
ということも分かった旅でもありました。 
更には、一つ、二つ間違えると折⾓の安い切符と思っていても７８５０円の倍位掛って
しまった旅でもあり、この年にして、貴重な体験をした旅でもありました。 
鈍行列車の旅もいいもんですが、結構疲れる旅でもありました。 
久しぶりで我が家に帰り、楽しい夢でも見ようとベッドに入りました。 

（by テツ＆ゴン） 


